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	 氏  名
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	        　　　　歳

	①　所属・役職名

	

	②　学位〔授与機関〕（または最終学歴）

	        〔学　　位〕

	        〔取 得 年〕

	        〔専　　攻〕

	③　研究開発経歴、並びに受賞歴

	（記入例）
平成○○－○○年　　○○の研究開発
平成○○年　　　　　○○の研究開発に関し○○学会○○賞受賞
平成○○－平成○年　「○○の研究開発プロジェクト」においてプロジェクトリーダー

	④当該研究開発に関連する最近５年間の主要論文、研究発表、特許等
（記入例）
〔論文〕
1) 沖縄太郎他、“○○の固体有機構造”, ○○学会誌, 72巻10号, p. 930, 1998
〔研究発表〕
1) T.Okinawa, et al., “Improvement of XXXXX Composites by XXXXX”, The XXX Fall Meeting ’99, Oct. 12, 1999.
〔特許〕
1) 沖縄太郎他、“○○組成物“、特開平10-123456



－記入方法－
③研究開発経歴、並びに受賞歴
　・「過去の研究実績（参画プロジェクト）」については、自社プロジェクトのみならず受託プロジェクト等も含める。
④当該研究開発に関する最近５年間の主要論文、研究発表、特許等
　　・当該研究開発プロジェクトに関連する研究成果があること。研究成果を示すものとしては、「論文（研究経歴または専門分野における代表的な論文。学会の査読の無いもの等も可）」、「研究発表（学会のみならずシンポジウム等での口頭発表等も可）」、「特許」等がありうるがこれに限定しない。なお、共著者、共同発表者、又は共同発明者でも可。
　　・「論文、研究発表、特許等」は、原則として少なくてもこれらのうち１つについて当該分野に関する研究成果を示す記述があることが必要。これらがない研究者においては、当該プロジェクトを遂行する上で当人の知見が不可欠であることを示す事由を記載すること。
　　・技能者や分析担当者、技術動向調査担当者等の場合には、「論文」「研究発表」「特許」等は無い場合がありうる。この場合は、当該人物が研究に不可欠である旨を彼らが有する技能や経験の観点から記述すること。
※記載紙面が不足した場合、適宜追加してください。なお取得した個人情報については、研究開発等実施体制の審査のために利用いたしますが、特定の個人を識別しない状態に加工した統計資料等に利用することがあります。ご提供いただいた個人情報は、上記の利用目的以外で利用することはありません。（ただし、法令等により提供を求められた場合を除きます。
様式５









